
r常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
と
中
国
の
「
古
老
」

加
　
藤
　
有
　
子

は

じ
め
に

r常
陸
国
風
土
記
」
の
冒
頭
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

常
陸
の
國
の
司
の
解
。
古
老
の
相
伝
ふ
る
旧
聞
を
申
す
事
。
国
郡

の

旧
事
を
問
ふ
に
、
古
老
の
答
へ
て
曰
は
く
、
古
は
、
相
摸
の
国

足
柄
の
岳
坂
よ
り
以
東
の
諸
の
県
は
、
惣
べ
て
我
姫
の
国
と
称
ひ

き
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
「
古
老
相
伝
」
と
「
古
老
（
答
）

日
」
の
語
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
。
こ
の
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古

老
」
に
関
し
て
論
じ
る
前
に
、
『
続
日
本
紀
」
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条

　
　
　
　
　
　
エ
　

の
宣
命
を
示
す
。

そ

の

郡
の
内
に
生
れ
る
、
銀
・
銅
・
彩
色
・
草
・
木
・
禽
・
獣
・

魚
・
虫
等
の
物
は
、
具
に
色
目
を
録
し
、
土
地
の
沃
靖
、
山
川
原

野
の
名
号
の
所
由
、
ま
た
、
古
老
の
相
伝
ふ
る
旧
聞
・
異
事
は
、

史
籍
に
載
し
て
言
上
せ
し
む
o

　

こ
の
『
続
日
本
紀
』
の
宣
命
に
見
る
に
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
い

て
は

主
に

文
字
化

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
定

で

き
る
。
多
く
は
口
承
に
よ
る
資
料
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
関
し

て
は

既
に

多
く
の
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
宣
命
を
糸
口
に
し
た

『
風
土

記
』
全
体
の
編
纂
や
成
立
に
関
す
る
論
も
多
い
。
さ
ら
に
、
本

稿
が
取

り
上
げ
る
「
古
老
」
に
関
し
て
も
、
古
く
は
山
田
直
巳
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ウ
こ

r規
範
と
し
て
の
「
古
老
」
」
以
降
、
数
多
く
記
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
そ

れ

ら
の
既
出
論
文
を
う
け
、
本
稿
で
は
特
に
文
字
化
さ
れ
て
い
な

か
っ

た

資
料
た
ち
を
「
史
籍
に
載
」
す
る
段
階
を
考
察
し
て
み
た
い
。

F史
籍
に
載
」
す
、
つ
ま
り
文
字
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
文
字

世
界
の

背
景
を

抱
え

込
む

こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
と
は
、
古
代
日
本



に

お
い
て
は
、
主
に
中
国
や
韓
半
島
か
ら
渡
っ
て
き
た
文
献
で
あ
る
。

つ

ま
り
「
常
陸
国
風
土
記
」
が
記
載
さ
れ
る
際
の
、
記
述
す
る
人
間
の

知
識
や

下
地

と
な
っ
て
い
た
、
そ
れ
ら
の
文
献
の
内
容
も
同
時
に
考
え

て
い

か

な
け
れ
ば
、
本
当
の
解
釈
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
の
で
は
な

い

か

と
考
え
る
。

一
、

「
地
誌
」
と
「
古
老
相
伝
」

　
先
の
『
続
日
本
紀
』
の
引
用
に
見
ら
れ
る
「
史
籍
に
載
」
せ
る
と
い

う
作
業
を
、
単
純
に
言
う
な
ら
「
地
誌
を
作
成
せ
よ
」
と
す
る
解
釈
が

あ
る
。
『
風
土
記
』
全
体
の
編
纂
や
成
立
論
と
「
地
誌
」
と
の
関
係
は

諸
氏
に

論
が

あ
る
が
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
限
定
し
て
考
え
た
場
合
、

漢
籍
の
「
地
誌
」
と
の
関
係
に
触
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
折
口
信
夫

が

r風
土
記
の
古
代
生
活
」
で
、

常
陸
風
土
記
は
、
藤
原
の
都
か
ら
奈
良
朝
に
か
け
て
流
行
し
て
ゐ

て

漢
文
体
で
作
ら
れ
た
小
説
と
同
じ
様
な
態
度
で
、
作
ら
れ
て
ゐ

る
傾
き
が
見
え
る
。
其
は
、
支
那
の
小
説
・
地
誌
類
に
も
、
同
じ

態
度

は
見
え
る
が
、
此
は
更
に
甚
し
い
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
す
る
の
が
早
い
だ
ろ
う
。
ま
た
小
島
憲
之
は
「
常
陸
国
風
土
記
」
に

関
し
て
「
漢
籍
に
み
え
る
地
誌
述
作
の
手
法
の
影
響
を
み
の
が
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
　

が

で

き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
を
う
け
て
神
尾
登
喜

子
は

「
『
常
陸

国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考
1
「
古
老
相
伝
」
を
め

ぐ
っ
て
ー
」
で
、
「
宣
命
で
記
す
と
こ
ろ
の
「
古
老
相
伝
」
と
い
う
語

は
中
国
地
誌
の
援
用
で
あ
る
」
と
し
、
『
水
経
注
』
な
ど
の
用
例
を
あ

げ
、

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
お
い
て
も
、
中
国
地
誌
に
お
け
る
伝
承
の

編
集
方
法
が

と
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
慣
用
的
表
現
に

続
い
て
示
さ
れ
る
内
容
が
、
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
は
う
　

と
し
て
い
る
。
「
古
老
相
伝
」
が
中
国
地
誌
の
「
慣
用
的
表
現
」
と
す

る
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
尾
氏
が
あ
げ
た
用
例
は
「
古
老
相
伝
」

の

使

用
例
の
ほ
ん
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
「
慣
用
的
表
現
」
と
す
る

根
拠
が

あ
い
ま
い
で
あ
る
。
ま
た
小
島
氏
が
類
似
表
現
を
指
摘
す
る

『
漢
書
』
「
地
理
志
」
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
そ
れ
以
降
の
唐
ま
で
の
正

史
の
「
地
理
志
」
に
お
い
て
も
「
古
老
相
伝
」
の
語
は
一
度
も
用
い
ら

れ

て
い

な
い
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
が
F
地
誌
」
を
参
考
に
し
た
と
い

う
点
に
関
し
て
は
同
感
で
あ
る
が
、
「
古
老
相
伝
」
と
い
う
語
が
「
地

誌
」
の
慣
用
表
現
と
言
え
る
根
拠
は
明
確
で
な
い
と
言
え
る
。

　
本
節
で

は
、
こ
れ
ら
の
言
及
を
承
け
、
中
国
の
主
に
「
地
誌
」
と
よ

ば

れ

る
文
献
か
ら
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
相
伝
」
を
考
察
し
て

み
た

い
。
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
島
氏
や
神
尾
氏
以
下
の
諸
氏

が
指
摘
す
る
『
水
経
注
』
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
あ
げ
る
の
が
『
水
経
注
』
に
「
古
老
相
伝
」
と
用
い
ら
れ
る
部
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分
で

あ
る
。
全
体
の
う
ち
、
後
半
部
に
そ
の
用
例
が
多
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
つ
ま
り
黄
河
よ
り
揚
子
江
の
支
流
の
河
川
水
に
用
例
が
多
い
。

（ア
）

（イ
）

（ウ
）

（
エ

）

（オ
）

古
老
相
傳
言
、
嘗
有
人
乗
車
於
池
、
忽
過
大
風
、
瓢
之
干

水
、
有
人
獲
其
輪
桑
乾
泉
、
故
知
二
水
潜
流
通
注
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（巻

＝
二
・
潔
水
）

古
老
相
傳
、
謂
之
劉
備
征
昊
所
築
也
。
（
巻
三
四
・
江
水
）

古
老
相
傳
、
昔
人
以
杖
撞
地
、
瓢
便
成
井
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（巻
三
八
・
資
水
）

古
老
相
傳
、
言
未
有
登
其
峰
者
。
　
　
（
巻
三
八
・
湘
水
）

古
老
相
傳
、
言
漢
家
奮
城
、
漢
柄
猶
存
、
知
是
節
侯
故
邑

也
o
　
（
巻
三
八
・
湘
水
）

（
ア
）
～
（
オ
）
は
水
の
周
辺
の
地
形
や
地
名
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

先
に

神
尾
氏
は
「
中
国
地
誌
に
お
け
る
伝
承
の
編
集
方
法
」
と
す
る
が
、

『
水
経
注
』
に
は
こ
の
五
例
の
み
で
あ
る
。
「
続
い
て
示
さ
れ
る
内
容
が
、

伝
承
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
点
に
は
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
ウ
）
に
は
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
見
ら
れ
る
穿
井
伝
承
に
近
い
例
も

見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
用
例
で
は
ほ
と
ん
ど
地
名
発
祥
護
や
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

話

な
ど
の
要
素
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
参
考
ま
で
に
「
古
老
」
の
同
義
語

r故
老
」
は
、
「
稽
故
老
人
之
言
」
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
「
古
老
」
で
は
他
に
、
「
古
老
言
」
r
e
，
1
l
例
、
　
r
古
老
傳
言
」

と
「
詞
古
老
」
が
各
一
例
あ
る
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
の

用

例
二
十
一
例
に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
少
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
内
容

は
簡
略
で
説
話
的
要
素
は
含
ま
れ
な
い
。
う
ち
、
次
に
示
す
「
古
老
傳

言
」
は
比
較
的
、
起
源
伝
承
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
か
。

古
老
傳
言
、
昔
有
思
婦
、
夫
官
干
蜀
、
屡
慾
秋
期
。
登
此
山
絶
望
、

憂
感
而

死
、
山
木
枯
埣
、
鞠
爲
童
枯
。
郷
人
哀
之
、
因
名
此
山
爲

女
観
焉
。
葬
之
山
頂
、
今
孤
墳
尚
存
　
。
（
巻
三
四
・
江
水
二
）

　

こ
こ
に
は
「
因
名
～
爲
」
と
あ
る
。
『
水
経
注
』
全
般
と
し
て
r
名

の

由
来
や
起
源
」
（
名
号
の
所
由
）
は
多
く
記
さ
れ
る
が
、
「
古
老
」
の

登
場
す
る
文
脈
に
は
む
し
ろ
少
な
い
。
明
確
な
の
は
こ
の
一
例
の
み
で

あ
る
。

　
ま
た
、
『
水
経
注
』
で
は
「
伝
え
る
」
主
体
が
他
に
も
あ
る
。
「
父
老

相
傳
」
「
父
老
傳
言
」
「
父
老
泣
日
」
が
各
一
例
、
　
r
父
老
傳
」
「
長
老
傳

言
」
「
長
老
云
」
が
各
二
例
、
ま
た
「
老
堰
」
や
「
書
老
」
な
ど
、
多

く
の
者
達
が
「
伝
」
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
伝
」
え
る
内
容
は
右
の

用
例
に
示
し
た
内
容
と
大
き
な
隔
た
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
「
常
陸
国

風
土
記
」
で
「
伝
え
る
」
者
が
「
古
老
」
に
集
約
し
て
い
る
点
は
、

『
水
経
注
」
と
の
比
較
で
は
特
異
に
見
え
る
。

　
本
節
で
は
主
に
『
水
纏
注
』
を
と
り
あ
げ
て
「
常
陸
国
風
土
記
」
を

考
え
よ
う
と
し
て
み
た
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
（
父
老
）
と

『
水
経
注
』
の
「
古
老
」
を
比
較
し
た
場
合
、
短
い
文
章
で
土
地
の
伝
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承
を
記
録
す
る
点
に
関
し
て
は
等
し
い
が
、
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
ま

で
に

は
い
た
ら
な
い
。

　
そ

れ

で

は
、
そ
れ
以
外
の
文
献
で
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る

だ

ろ
う
か
。

　
　
二
、
正
史
や
四
書
五
経
と
「
古
老
相
伝
」

　
ま
ず
、
正
史
を
比
較
し
て
み
た
い
。
古
代
日
本
に
お
い
て
、
中
国
の

正
史
は
必
須
学
問
で
あ
っ
た
の
は
今
更
言
う
ま
で
も
無
い
o

　
唐

ま
で
の
正
史
に
「
古
老
」
さ
れ
る
例
を
「
常
陸
国
風
土
記
」
と
比

較
す
る
と
、
数
と
し
て
は
、

中
国
の
正
史
　
…
…
十
1
例
（
注
も
含
む
）

常
陸
国
風
土
記
…
…
二
十
一
例

と
な
る
。
中
国
の
正
史
で
の
用
例
の
少
な
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
う
ち
、

八
例
が
「
古
老
相
伝
」
（
含
む
「
古
老
相
承
」
）
で
あ
る
。
a
s
り
l
l
l
例
の

う
ち
二
例
は
注
の
、
反
切
「
古
老
反
」
、
残
り
一
例
は
『
惰
書
』
「
斐
仁

基
伝
」
の
「
古
老
訊
之
、
考
其
行
事
」
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
唐
ま
で
の
正
史
の
「
古
老
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
相

伝
」
す
る
者
と
し
て
記
さ
れ
る
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
見
ら
れ
る

F古
老
答
」
「
古
老
云
」
「
古
老
言
」
「
古
老
日
」
「
古
老
語
」
な
ど
の
つ

な
が
り
も
な
い
。
ま
た
「
地
理
志
」
に
は
な
い
。

　
次

に
、
唐
以
前
の
正
史
の
「
古
老
相
伝
」
の
一
覧
を
示
す
と
、

1
『
漢
書
』
：
…
二
例
（
唐
以
降
の
割
注
）

2
・
3
『
後
漢
書
』
…
二
例
（
二
例
と
も
唐
初
頭
の
割
注
）

4
『
宋
書
』
…
…
一
例

5
『
魏
書
』
…
：
二
例

（
6
『
北
史
』
…
…
一
例
・
『
魏
書
』
に
ほ
ぼ
同
じ
）

7
『
南
史
』
…
…
一
例
（
別
に
8
『
南
史
』
「
古
老
相
承
」
あ
り
）

の

よ
う
に
あ
る
。
最
初
に
、
1
『
漢
書
』
・
2
『
後
漢
書
』
は
注
の
み

に

「
古
老
相
伝
」
は
引
用
さ
れ
る
。
本
文
に
は
な
い
。
つ
ま
り
、
『
漢

書
』
『
後
漢
書
』
の
本
文
が
記
さ
れ
る
頃
に
は
ま
だ
「
古
老
相
伝
」
と

い

う
様
式
が
正
史
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
正
史
に

お

い

て
、
時
代
的
に
最
も
早
く
「
古
老
相
伝
」
が
用
い
ら
れ

た
の
は
4
『
宋
書
』
（
編
は
梁
代
）
や
5
『
魏
書
』
（
編
は
北
斉
代
）
の

六
朝
期
と
言
え
る
。
5
の
『
魏
書
』
「
余
朱
榮
列
伝
」
を
例
示
す
る
。

秀
容
界
有
池
三
所
，
在
高
山
之
上
，
清
深
不
測
，
相
傳
日
祁
連

池
，
魏
言
天
池
也
。
父
新
興
，
曾
與
榮
遊
池
上
，
忽
聞
篇
鼓
之
音
。

新
興
謂
榮

日
「
古
老
相
傳
，
凡
聞
此
聲
皆
至
公
輔
。
吾
今
年
已
衰

暮
，
當
為
汝
耳
。
汝
其
勉
之
。
」

（
6
『
北
史
』
「
余
朱
榮
伝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ヨ
ね

の

大
臣
の
名
で
、
契
胡
人
。

で

も
内
容
ほ
ぼ
同
じ
）
余
朱
榮
は
北
魏
末

r至
公
輔
」
と
は
将
来
大
臣
の
位
に
就
く
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こ
と
を
い
っ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
の
「
古
老
」
は
、
池
に
ま

つ
わ

る
伝
承
を
伝
え
る
者
で
あ
る
。

　
4
『
宋
書
』
・
5
『
魏
書
』
と
も
「
古
老
相
伝
」
以
下
は
短
い
一
文

で

あ
り
、
「
伝
え
る
」
内
容
と
は
「
瑞
」
の
内
容
や
何
か
の
前
触
れ
を

あ
か
す
こ
と
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
人
外
の
存
在
と
人
と
を
つ
な

ぐ
関
係
に
あ
る
存
在
と
言
え
よ
う
。
前
節
で
み
た
『
水
経
注
』
（
北
魏

の

成
立
）
の
あ
り
方
に
近
い
。

　
次
に
2
『
後
漢
書
』
の
注
は
唐
の
初
頭
成
立
。
古
代
日
本
人
も
解
釈

の

際
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

（F南
蟹
西
南
夷
列
傳
」
南
蟹
）

右
の

「
俗
名
為
～
」
と
あ
る
の
は
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
地
名
を
説
明
す
る
あ
り
方
に
近
い
。
こ
の
注
に
所
引
の
「
荊
州

圖
」
は
他
の
資
料
か
ら
見
る
と
「
地
誌
」
の
よ
う
で
あ
る
（
『
水
経
注
』

で
も
こ
の
本
文
部
分
を
引
用
し
て
い
る
）
。

　

ま
た
、
8
『
南
史
』
で
は
、

古
老
相
承
云
「
洲
満
百
，
當
出
天
子
」
（
「
梁
本
紀
下
」
元
帝
繹
）

至
秦
始
皇
兼
天
下
，
播
詩
書
，
殺
術
士
，
［
＝
師
古
日
嘉
，
焚
也
。

今
新
豊
縣
温
湯
之
庭
號
慰
儒
郷
，
温
湯
西
南
三
里
有
馬
谷
，
谷
之
西
岸
有
院
，
薯

相
傳
以
為
秦
防
儒
庭
p
t
o
　
（
r
陳
王
列
傳
」
陳
蕃
）

2
『
後
漢
書
』
は
「
秦
防
儒
」
と
は
「
焚
書
坑
儒
」
の
こ
と
。
唐
の
初

頭
に

は

「
焚
書
坑

儒
」
の
場
所
が
こ
の
よ
う
に
「
古
老
」
に
よ
っ
て

「
相
伝
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
土
地

の

伝
承
を
伝
え
る
点
に
近
い
も
の
が
見
え
る
。

　
次
に
、
3
『
後
漢
書
』
の
用
例
を
示
す
。

と
あ
る
。
先
の
4
『
宋
書
』
・
5
『
魏
書
』
と
同
じ
短
い
一
文
で
大
き

な
事
件
の
前
触
れ
を
伝
え
る
、
人
知
を
越
え
た
言
葉
と
し
て
あ
る
。

　
次
に

辞
書
で
は

同
義
に
扱
う
「
故
老
」
を
見
て
み
よ
う
。
「
故
老
」

は
正
史
に
は
注
も
含
め
て
七
十
四
例
見
ら
れ
、
「
古
老
」
（
十
1
例
）
の

七
倍
近

い
。
ほ
と
ん
ど
の
「
故
老
」
は
「
伝
え
る
」
表
現
を
あ
ま
り
も

た
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
多
く
は
示
さ
な
い
。

　
う
ち
「
故
老
相
伝
」
は
正
史
に
は
一
例
の
み
で
、
『
後
漢
書
』
の
注

所
引
「
湘
州
螢
陽
郡
記
」
の
「
山
下
有
舜
祠
、
故
老
相
傳
、
舜
登
九
疑
」

で
あ
る
。
ま
た
『
魏
書
』
「
崔
挺
伝
」
（
『
北
史
』
「
崔
挺
伝
」
）
に
、

一 5一

乃
乗
土
船
，
從
夷
水
至
臨
皿
陽
。
［
三
］
荊
州
圏
〔
副
〕
日
　
r
（
中
略
）
薗

相
傳
，
此
泉
元
出
盛
，
干
今
水
有
臨
工
氣
。
縣
西
一
濁
山
有
石
穴
，
有
二
大
石
並
立
穴

中
，
相
去
可
一
丈
，
俗
名
為
陰
陽
石
。
陰
石
常
渥
，
陽
石
常
燥
。
」

故
老

日
「
此
嶺
上
、
秋
夏
際
、
常
有
暴
雨
有
。
相
傳
云
是
龍
道
、

恐
此
観
不
可
久
」



と
も
あ
る
。
こ
の
二
例
は
土
地
の
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
七
十

四

例
中
、
多
く
の
「
故
老
」
は
「
相
伝
」
し
な
い
。

　
そ

の

よ
う
な
中
で
特
異
な
の
が
、
『
史
記
』
注
所
引
の
『
括
地
志
』

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
九
例
「
故
老
傳
」
「
故
老
云
」
が
あ
り
（
「
古
老
」

は
な
い
）
土
地
の
伝
承
を
伝
え
る
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
地
名
起
源

謹
や

名
称
起
源
謹
な
ど
を
思
わ
せ
る
例
も
多
い
。
抜
粋
し
て
示
す

①
括
地
志
云
「
鼻
亭
神
在
螢
道
縣
北
六
十
里
。
故
老
傳
云
，
舜
葬
九

　
疑
，
象
來
至
此
，
後
人
立
祠
，
名
為
鼻
亭
神
」
（
五
帝
本
紀
第
一
）

②
括
地
志
云
「
尭
門
山
俗
名
石
門
、
雍
州
三
原
縣
西
北
三
十
三
里
。

　
上
有
路
，
其
状
若
門
。
故
老
云
尭
馨
山
為
門
，
因
名
之
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秦
本
紀
第
五
）

③
括
地
志
云

「
伏
龍
祠
在
同
州
薦
翅
縣
西
北
四
十
里
。
故
老
云
漢
時

　
自
徴
穿
渠
引
洛
，
得
龍
骨
，
其
後
立
祠
，
因
以
名
為
伏
龍
。
今
祠

　
頗
有
露
験
有
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
渠
書
第
七
）

④
括
地
志
云
「
今
俗
名
頴
山
泉
。
源
出
山
之
東
谷
。
源
出
山
之
東
谷
。

　
其
側
有
古
人
居
庭
，
俗
名
為
頴
境
，
故
老
云
是
頴
考
叔
故
居
，
即

　
麗
元
注
水
経
所
謂
頴
谷
也
。
」
　
　
　
　
　
　
（
鄭
世
家
第
十
二
）

　
右
の

①
～
③
は
「
～
は
ど
こ
そ
こ
に
あ
り
」
「
名
と
～
為
す
」
と
い

う
形
式
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
『
括
地
志
』
そ
の
も
の

が

「
故
老
」
に
よ
っ
て
地
理
を
伝
え
る
形
式
を
多
く
持
つ
書
物
で
あ
っ

た

の

だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
正
史
で
は
右
に
あ
げ
て
き
た
以
外
に
、
「
父
老
相
伝
」

は
四
例
、
「
長
老
相
伝
」
が
三
例
ほ
ど
あ
る
。
「
老
目
老
相
伝
」
は
な
い
。

前
節
の
『
水
経
注
』
同
様
、
F
伝
え
る
」
主
語
は
多
様
に
存
在
す
る
が
、

正
史

で
最
も
多
く
「
相
伝
」
す
る
の
は
「
古
老
」
だ
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
小
泉
道
氏
は
日
本
古
代
文
学
に
お
い
て
「
伝
え
る

者
」
「
伝
え
る
形
」
が
多
様
に
あ
る
こ
と
を
、
「
古
代
伝
承
の
用
語
ー

r（相
）
伝
」
「
古
老
」
な
ど
ー
」
で
あ
げ
る
が
、

　
　
な
ぜ
「
古
老
」
な
の
か
o
　
r
古
老
」
を
標
準
語
と
し
て
用
い
る
こ

　
　
と
に
し
た
用
語
意
識
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ほ
エ

と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
国
内
の
問
題
に
関
し
て
は
小
泉
氏

の

論
文
に
詳
し
い
o
こ
れ
を
『
水
経
注
』
や
中
国
の
正
史
と
の
比
較
で

み

た
場
合
、
「
相
伝
」
す
る
主
体
と
い
え
ば
、
「
古
老
」
が
最
も
一
般
的

で

あ
っ
た
こ
と
が
要
因
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
古
代
日
本
人
が
正
史
と
共
に
学
ん
で
い
た
「
四
書
五
経
」
に

お
い
て
も
見
て
み
よ
う
。

　
F
四
書
五
経
」
で
、
「
古
老
」
は
反
切
の
「
古
老
の
反
」
が
最
も
多
い
。

そ
れ
を
除
く
と
『
尚
書
』
の
注
に
「
王
粛
云
古
老
成
人
皆
謂
賢
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ロ
　

（『
尚
書
』
「
盤
庚
上
」
）
な
ど
他
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
常
陸
国
風
土
記
」

の

表
現
と
類
似
し
な
い
。

　
ま
た
、
「
故
老
」
は
「
古
老
」
に
比
べ
る
と
用
例
が
多
い
が
、
反
切

や

「
老
子
」
関
係
の
文
脈
が
多
い
。
う
ち
『
毛
詩
」
小
雅
・
節
南
山
之
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は
　
　

什
の
「
正
月
」
に
「
彼
召
故
老
　
訊
之
占
夢
」
と
あ
る
の
は
、
「
故
老
」

の

代
表
的
な
用
例
と
言
え
る
が
、
こ
れ
も
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
よ
う

な
土
地
の
伝
承
を
伝
え
る
者
と
し
て
の
存
在
と
は
異
な
る
。

　
本
節
で
は

「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
と
中
国
の
正
史
と
四
書

五
経
に

見

ら
れ
る
「
古
老
」
の
あ
り
方
を
比
較
し
て
み
た
。

　
正
史
の
「
古
老
相
伝
」
の
用
例
と
し
て
は
、
あ
る
場
所
の
伝
承
を
語

る
の
が
三
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
唐
の
初
頭
の
記
述
で
あ
る
。
「
瑞
」
を

あ
か
し
た
り
、
何
か
の
前
兆
を
伝
え
る
の
が
三
例
あ
り
、
六
朝
か
ら
唐

の

初
頭
に
か
け
て
で
あ
る
。
中
で
も
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」

を
考
え
る
上
で
は
、
稿
者
は
3
『
後
漢
書
』
「
南
蟹
伝
」
所
引
の
『
荊

州
圖
』
が
参
考
に
な
る
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
「
古
老
」
の
同
義
語
の
「
故
老
」
の
用
例
は
非
常
に
多
い
が

F故
老
相
伝
」
は
少
な
い
。
「
故
老
」
で
は
『
史
記
』
所
引
『
括
地
志
』

が

「
常
陸
国
風
土
記
」
に
表
現
が
近
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
と
、
こ
れ
ら
中
国
の
正
史
本
文
の

F古
老
相
伝
」
と
「
古
老
」
「
故
老
」
を
比
較
し
た
場
合
、
直
接
の
影
響

関
係

を
指
摘
で
き
る
表
現
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
正
史
の
注
所
引
「
地
誌
」
の
断
片
か
ら
近
い
表
現
が
見
ら

れ

る
よ
う
に
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
成
立
頃
に
は
、
正
史
と
は
別
の
形

態

で

「
古
老
」
（
故
老
）
の
伝
え
る
文
献
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
表
現

に

影
響
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
、
類
書
や
仏
教
関
係
書
な
ど
の
「
古
老
相
伝
」

　
「
常
陸
国
風
土
記
」
と
同
時
代
の
類
書
と
言
え
ば
『
藝
文
類
聚
』
や
、

や

や

下

る
『
初
學
記
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
『
藝
文
類
聚
』
か

ら
見
て
い
こ
う
。
「
古
老
」
は
、

晋
安
帝
紀

日
．
呉
隠
之
性
廉
操
為
廣
州
刺
史
．
界
有
一
水
．
謂

之
貧
泉
．
古
老
云
．
飲
此
水
者
．
廉
士
皆
倉
．
隠
之
始
践
境
．
先

至
水
所
．
酌
而
飲
之
．
因
賦
詩
以
言
志
．
若
使
夷
齊
飲
．
終
當
不

易
心
．
清
操
逮
属
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
水
部
下
」
泉
）

と
あ
る
。
右
は
「
貧
泉
」
の
名
の
由
来
と
来
歴
を
述
べ
る
（
『
巫
日
書
』

　
　
　
ぽ
り
　

に

な
し
）
。
ま
た
、
同
内
容
を
別
記
録
か
ら
再
録
し
、
F
古
老
云
」
が

r父
老

云
」
（
職
官
部
・
六
刺
史
）
と
あ
る
。
「
古
老
」
と
「
父
老
」
が

近
い

関
係
に
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。

　
次
に
「
古
老
相
伝
」
の
用
例
を
あ
げ
よ
う
。
正
史
と
同
じ
く
「
古
老
」

の

用
例
は
「
相
伝
」
す
る
も
の
が
多
い
。

（A
）

（B
）

劉
槙
京
口
記
日
．
（
中
略
）
有
人
鼻
形
．
着
］
岡
西
頭
．
有
口

在
上
．
而
鼻
在
下
．
方
圓
歎
尺
．
状
如
樵
土
’
古
老
相
傳
．

因
名
下
鼻
．
今
無
復
鼻
．
蕨
口
猶
在
．

　
　
　
　
　
　
　
　

（r地
部

州
部
郡
部
」
地
部
「
岡
」
）

武
昌
記
日
．
（
中
略
）
有
金
牛
岡
．
古
老
相
傳
云
．
有
金
牛
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出
此
岡
．
岡
今
半
崩
．
坑
深
藪
丈
．
牛
践
綱
邊
．
遺
述
尚
存
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
地
部
州
部
郡
部
」
地
部
「
岡
」
）

（
C
）
荊
州
圖
副
（
中
略
）
有
高
筐
山
．
古
老
相
傳
．
尭
時
大
水
．

　
　

此
山
不
没
．
如
筐
匪
．
因
以
為
名
．
　
（
山
部
上
「
線
載
山
」
）

（
D
）
臨
海
記
日
．
郡
西
北
有
白
鶴
山
’
　
（
中
略
）
古
老
相
傳
云
．

　
　

此
山
昔
有
農
飛
鵠
．
入
會
稽
雷
門
鼓
中
．
於
是
雷
門
鼓
鳴
．

　
　

洛
陽
聞
之
．
孫
恩
時
．
研
此
鼓
．
見
白
鶴
飛
出
．
朝
翔
入
雲
．

　
　

此
後
鼓
無
復
遠
聲
．
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
部
上
「
白
鶴
」
）

（
E
）
臨
海
記
日
．
郡
東
南
有
白
石
山
．
高
三
百
饒
丈
．
望
之
如
雪
．

　
　

山
上
有
湖
．
古
老
傳
云
．
金
鵡
所
集
．
八
桂
所
植
下
有
渓

　
　

谷
．
金
光
換
然
．
事
具
桂
部
．
　
　
　
　
　
（
鳥
部
中
「
鶏
」
）

（
A
）
と
（
B
）
は
岡
の
名
の
起
源
を
伝
え
る
。
（
C
）
も
山
の
名
の
起

源
。
（
E
）
は
山
上
の
湖
の
状
態
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、

第
一
節
で
用
例
を
示
し
た
『
水
経
注
』
よ
り
も
地
名
の
説
明
部
分
が
多

少
増
え
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
（
C
）
を
除
き
、
い
ず
れ
も
「
○
○
記
」
で
あ
る
。
（
C
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
け
　

F荊
州
圖
副
」
も
含
め
「
地
誌
」
的
内
容
に
よ
め
る
。

　
ま
た
、
右
の
他
に
「
父
老
相
榑
」
四
例
、
　
F
故
老
相
傳
」
四
例
、
　
F
老
日

老
相
傳
」
　
一
例
な
ど
あ
る
。
更
に
「
○
○
記
」
に
関
し
て
見
る
と
、

F故
老
相
伝
」
で
は
「
始
興
記
」
（
地
部
）
、
［
華
山
記
」
（
山
部
上
）
、

F東
陽
記
」
（
水
部
下
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
○
○
記
」
に
関
し
て
は
、
多
く
が
散
侠
し
て
お
り
、
全

文

を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
前
節
の
『
史
記
』
の
注
所
引
の

『括
地
志
』
の
あ
り
方
と
類
似
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
「
○
○
記
」
に
関
し
て
注
目
し
た
の
が
橋
本

雅
之
氏
で

あ
る
。
橋
本
氏
は
「
古
風
土
記
が
め
ざ
し
た
も
の
ー
「
古
老

相
伝
」
を
手
が
か
り
と
し
て
－
」
で
、
こ
れ
ら
『
藝
文
類
聚
』
所
収
の

FO
O
記
」
を
用
例
と
し
て
示
し
、
F
記
」
と
い
う
文
体
に
関
す
る
様
々

な
用
例
を
あ
げ
、

F古
老
相
伝
」
が
ど
の
よ
う
な
漢
籍
の
中
に
み
ら
れ
る
か
を
手
が

か

り
と
し
て
考
え
て
き
た
結
果
、
漢
籍
に
お
け
る
「
記
」
に
た
ど

り
つ
い
た
。
和
銅
官
命
が
「
古
老
相
伝
」
を
要
求
項
目
の
中
に
含

む

意
味
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
籍
の
受
容
の
上
に
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
こ
の
官
命
を
見
直
す

と
、
そ
れ
は
「
記
」
の
作
成
、
す
な
わ
ち
日
本
地
理
志
の
作
成
を

意
図

し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
な
に
　

と
述
べ
る
。
橋
本
氏
は
漢
籍
の
「
古
老
相
伝
」
や
F
記
」
に
関
す
る
文

献
か
ら
『
風
土
記
』
の
編
纂
や
成
立
を
詳
細
に
論
じ
て
お
り
、
学
ぶ
べ

き
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
正
史
「
地
理

志
」
に
「
古
老
相
伝
」
は
な
い
。
「
地
理
志
」
と
は
直
結
し
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
「
○
○
記
」
の
「
古
老
」
の
傾
向
は
『
初
學
記
』
に
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
『
初
學
記
』
で
は
、
「
古
老
相
傳
」
は
一
例
、
「
古

老
傳
」
が
一
例
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
地
名
を
説
明
す
る
。

一 8一



　

（
F
）
銭
塘
記
日
．
去
邑
十
里
有
詔
息
湖
．
古
老
相
傳
．
昔
秦
始
皇

　
　
　
　
巡
狩
．
経
塗
暫
憩
．
因
以
詔
息
爲
名
．
　
　
（
地
部
下
・
湖
）

　

（
G
）
荊
州
記
日
．
（
中
略
）
又
云
．
益
陽
縣
有
金
井
藪
百
．
古
老

　
　
　
　
傳
有
金
人
以
杖
量
地
．
輯
便
成
井
．
意
者
疑
是
昔
人
採
金
．

　
　
　
　
謂
之
金
井
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
部
下
・
井
）

　
ま
た
、
「
古
老
」
よ
り
「
父
老
」
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

（
H
）
劉
道
眞
銭
塘
記
日
．
明
聖
湖
在
縣
南
父
老
相
傳
．
湖
中
有

　
　
　
　
金

牛
．
古
嘗
有
見
其
映
寳
雲
泉
．
照
耀
流
精
棘
化
莫
測

　
　
　
　
遂
以
明
聖
爲
名
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
部
下
・
湖
）

　

（
1
）
成
皿
弘
之
荊
州
記
日
．
階
郡
北
界
属
郷
村
．
村
南
有
重
山
．
山

　
　
　
　
下
有
1
穴
．
父
老
相
傳
云
．
神
農
所
生
林
．
西
有
両
重
逝
．

　
　
　
　
内
有
週
園
一
頃
二
十
畝
地
．
中
有
九
井
．
祠
農
既
育
．
九
井

　
　
　
　
自
穿
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
部
下
・
井
）

　

（
J
）
王
詔
之
始
興
記
．
螢
口
東
岸
．
口
東
岸
．
有
石
四
方
．
高
百

　
　
　
　
鹸
偲
．
其
状
如
量
．
注
云
．
父
老
相
傳
此
石
．
昔
有
三
人
伐

　
　
　
　
木
以
作
橋
．
於
石
頂
戯
．
見
藪
甕
還
．
　
　
（
實
器
部
・
銭
）

う
ち
（
H
）
が
地
名
の
起
源
を
伝
え
る
。
ま
た
、
他
に
「
華
山
記
」
に

F父
老
傳
云
」
（
地
理
上
・
華
山
）
、
F
永
嘉
記
」
に
「
父
老
傳
云
」
（
地

部
下
・
湖
）
な
ど
も
あ
り
、

　

（
K
）
戴
延
之
西
征
記
日
．
板
渚
津
．
津
南
原
上
有
厄
井
．
父
老
云
．

　
　
　
　
漢
租
與
楚
戦
．
敗
走
逃
此
井
．
追
軍
至
．
見
両
鳩
從
井
中
出
．

　
　
　
　
故
得
冤
厄
．
因
名
厄
井
．
　
　
　
　
　
　
　
（
地
部
下
・
井
）

と
い
っ
た
井
の
名
の
由
来
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
r
長
老
相
傳
」
が
二

例
、
　
F
故
老
傳
云
」
「
父
老
日
」
「
古
老
日
奮
言
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
あ
る
。

　
『
藝
文
類
聚
』
『
初
學
記
』
を
通
し
て
見
る
と
、
橋
本
氏
も
指
摘
す
る

FO
O
記
」
の
引
用
が
圧
倒
的
に
多
い
。
い
ず
れ
も
地
方
の
こ
と
を
記

す
文
献
か
と
見
え
る
。

　

ま
た
、
「
相
伝
」
す
る
主
体
が
「
古
老
」
と
「
父
老
」
と
が
だ
い
た

い

同
等
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
節
冒
頭
の
『
藝
文
類
聚
』

F水
部
下
」
泉
の
同
内
容
異
表
現
に
見
ら
れ
る
ご
と
き
で
あ
る
。

　
更

に
、
右
の
類
書
の
用
例
を
み
て
い
く
と
湖
や
井
な
ど
の
水
辺
の
伝

承

を
伝
え
る
例
も
多
い
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
も
類
似
の
傾
向
を
見

い

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
節
に
み
た
『
水
経
注
』
が
古
来
重
視
さ

れ

て

き
た
よ
う
に
、
「
地
方
」
を
記
録
す
る
際
に
、
水
の
伝
承
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
類
書
以
外
に
も
「
古
老
相
伝
」
の
用
例
は
多
い
。

　
『
遊
仙
窟
』
の
冒
頭
近
く
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
お
　

　
　
古
老
相
博
云
「
此
是
神
仙
窟
也
。
人
跡
竿
及
，
鳥
路
纏
通
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
「
古
老
相
傳
」
は
、
非
常
に
伝
奇
的
な
内
容
を
伝
え
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る
。
ま
た
「
人
跡
が
古
干
」
で
あ
る
か
ら
、
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
近
い
表
現
は
、
不
思
議
と
仏
教
関
係
書
に
多
い
。

　
次
に
僧
伝
や
、
『
廣
弘
明
集
』
に
見
ら
れ
る
「
古
老
相
伝
」
の
用
例

を
あ
げ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
仏
教
周
辺
の
文
献
に
約
十
例
近
く
あ
る

F古
老
」
の
み
の
使
用
例
や
「
長
老
相
傳
」
一
例
、
　
F
老
日
老
相
傳
」
二
例

な
ど
の
用
例
は
省
い
た
。
「
故
老
相
傳
」
は
な
い
。

（
L
）
古
老
相
傳
云
。
上
有
佳
精
舎
。
得
道
者
居
之
。
錐
有
石
橋
跨

　
　

澗
而
横
石

断
人
o
　
（
『
高
僧
傳
』
「
習
輝
」
竺
曇
猷
）

（
M
）
乃
損
高
往
河
北
林
陽
堂
山
。
山
古
老
相
傳
云
。
是
群
仙
所
宅
。

　
　

高
徒
思
三
百
。
往
居
山
舎
。
神
情
自
若
輝
慧
彌
新
。
忠
誠
冥

　
　

感

多
有
璽
m
K
o
　
（
『
高
僧
傳
』
「
習
輝
」
鐸
玄
高
）

（
N
）
上
有
石
干
皿
。
遥
藪
丈
許
。
水
深
六
七
尺
。
常
有
清
流
。
古
老

　
　

相
傳
云
。
是
群
仙
所
宅
。
群
倦
飲
水
不
飢
因
絶
粒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
高
僧
傳
』
「
亡
身
」
鐸
僧
群
）

（
o
）
又
有
脛
藏
。
爽
縛
無
敷
。
古
老
相
傳
。
煮
皿
初
結
集
並
現
存
在
。

　
　

錐
外
佛
法
屡
遭
謀
珍
。

　

（『績
高
僧
傳
』
「
課
経
篇
四
」
本
傳
・
京
大
慈
恩
寺
繹
玄
美
傳
）

（
P
）
聞
古
老
相
傳
云
。
昔
漢
高
祖
。
雁
二
十
四
氣
。
祭
二
十
四
山
。

　
（
『
廣
弘
明
集
』
「
辮
惑
篇
」
唐
沙
門
繹
明
・
上
立
法
事
「
決
破
」
）

右
の

う
ち
（
L
）
「
空
中
聲
」
や
（
M
）
　
（
N
）
　
f
m
s
仙
」
な
ど
は
人

界

と
離
れ
た
世
界
を
「
伝
え
る
」
の
が
「
古
老
」
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

（
P
）
は
別
世
界
と
の
交
流
を
「
伝
え
る
」
と
言
え
る
か
。
「
常
陸
国
風

土
記
」
の
「
古
老
」
の
文
脈
に
見
ら
れ
る
起
源
謹
の
要
素
は
低
い
。

　

ま
た
、
『
法
苑
珠
林
』
に
も
五
例
ほ
ど
「
古
老
相
伝
」
が
あ
る
。
う

ち
、
感
通
篇
「
聖
述
部
第
二
」
t
！
　
（
o
）
と
、
破
邪
篇
「
妖
惑
齪
思
第

四
」
は
（
P
）
と
は
ほ
ぼ
内
容
が
重
複
す
る
た
め
、
例
示
し
な
い
。

（Q
）

（R
）

（S
）

或

云
。
漢
明
所
立
或
云
魏
孝
文
帝
栽
植
。
古
老
相
傳
互
説
不

同
o
如
何
為
實
。
答
云
倶
是
二
帝
所
作
。

　
　
　
　
　

（敬
佛
篇
「
唐
代
州
五
墓
山
像
愛
現
出
聲
縁
」
）

道
俗
目
見
威
敬
馬
語
其
神
鬼
所
造
。
其
下
不
測
其
底
。
古
老
相

傳
。
塔
從
地
涌
出
。
下
有
大
水
。
莫
委
真
虚
。
有
刺
史
疑
僧

濫
飾
。
乃
使
人
傍
基
掘
下
。
至
泉
源
猶
不
見
其
際
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
塔
篇
「
惰
懐
州
妙
樂
寺
塔
」
）

至
如
秦
川
武
功
一
塔
。
古
老
相
傳
。
名
日
育
王
。
三
十
年
中

一
度
出
現
。
　
　
　
　
　
（
敬
塔
篇
「
雑
明
西
域
所
造
之
塔
」
）

い

ず
れ

も
地
名
の
起
源
は
伝
え
ず
、
ま
た
伝
奇
的
傾
向
は
（
R
）
に
や

や

見
ら
れ
る
か
。

　
仏
教
関
係
書
で
の
「
古
老
」
は
、
第
二
節
の
正
史
中
に
あ
る
、
「
瑞
」

を
あ
か
し
た
り
、
何
か
の
前
兆
を
伝
え
る
三
例
に
も
近
い
と
も
言
え
る

が
、
よ
り
僧
伝
類
の
方
が
「
伝
奇
」
的
な
要
素
を
強
く
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
や
は
り
中
央
で
は
な
く
「
地
方
」
の
土
地
や
建
物
を
記
す
文
脈
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に
多
い
。

　
こ
の
第
三
節
で
は
、
類
書
や
仏
教
関
係
書
周
辺
の
「
古
老
」
や
「
古

老
相
伝
」
の
傾
向
を
探
っ
て
み
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
、
類
書
所
収
の

ro
o
記
」
を
中
心
と
す
る
文
献
が
最
も
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古

老
」
の
あ
り
方
に
近
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
仏
教
関
係
書
に
も
用
例
は

多
い
。

お

わ
り
に

　
本
稿
で

は
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
見
え
る
「
古
老
相
伝
」
と
「
古

老
」
の
語
が
中
国
の
文
献
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
主
に
起
源
謹

の

要
素
を
中
心
に
比
較
し
て
み
た
。

　
F
古
老
」
は
「
常
陸
国
風
土
記
」
を
考
え
る
上
で
は
非
常
に
重
要
な

語
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
既
出
論
文
も
多
い
。
し
か
し
、

筆
録
者
の
抱
え
て
い
た
は
ず
の
漢
字
文
化
圏
の
問
題
、
つ
ま
り
、
筆
録

者
が

ど
の
よ
う
な
文
献
を
学
ん
で
表
現
を
選
ん
で
い
っ
た
か
と
い
う
面

に

対

す
る
言
及
は
比
較
的
少
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
筆
録
の
際
に
下
地

に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
文
献
を
探
る
べ
く
、
な
る
べ
く
用
例
を
多
く
示
し

な
が
ら
、
推
測
を
示
し
て
い
っ
た
。

　
第
一
節
で
は
、
「
古
老
」
に
関
す
る
従
来
説
を
う
け
、
「
地
誌
」
と
の

比
較

を
試
み
た
。
中
で
も
『
水
経
注
』
を
取
り
上
げ
、
「
古
老
」
が
ど

の

よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
。

　
『
水
経
注
』
に
も
「
古
老
」
は
多
数
見
受
け
ら
れ
る
が
、
「
常
陸
国
風

土
記
」
に
見
え
る
起
源
讃
の
要
素
は
低
い
。
全
体
と
し
て
土
地
の
伝
承

を
伝
え
る
点
は
同
じ
で
あ
り
、
「
地
誌
」
の
要
素
を
学
ん
だ
可
能
性
は

あ
る
。
だ
が
、
「
古
老
」
に
ま
つ
わ
る
説
話
に
は
直
接
の
影
響
関
係
は

指
摘
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
古
老
相
伝
」
の
全
体
の
使
用
例
の
中

で

は
早
い
時
期
の
成
立
作
品
で
あ
り
、
中
国
文
学
の
「
古
老
相
伝
」
と

い

う
慣
用
句
の
あ
り
方
は
北
魏
頃
か
ら
見
え
始
め
て
い
る
と
稿
者
は
見

て
い
る
。

　
第
二
節
で
は
正
史
と
四
書
五
経
に
限
定
し
て
用
例
を
抜
粋
し
て
み
た
。

ま
ず
、
正
史
の
「
地
理
志
」
に
は
「
古
老
」
の
用
例
は
な
い
。
ま
た

F古
老
相
伝
」
の
用
例
は
七
例
（
「
古
老
相
承
」
を
含
め
て
八
例
）
あ
り
、

そ

の

う
ち
場
所
の
伝
承
を
語
る
の
が
三
（
四
）
例
、
　
r
瑞
」
を
あ
か
し

た

り
、
前
兆
を
伝
え
る
の
が
三
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
常
陸
国
風
土
記
」

に

多
い
発
祥
謹
的
な
要
素
は
薄
い
o

　

し
か
し
、
用
例
中
、
『
後
漢
書
』
「
南
蟹
伝
」
注
所
引
『
荊
州
圖
』
、

同
義
語
の
「
故
老
」
で
『
後
漢
書
」
注
所
引
「
湘
州
管
陽
郡
記
」
・
『
魏

書
』
「
崔
挺
伝
」
（
『
北
史
』
）
、
『
史
記
』
所
引
の
『
括
地
志
』
な
ど
が
、

土
地
の

伝
承

を
伝
え
て
お
り
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
み
ら
れ
る
表
現

に

近
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
注
所
引
の
文
献
は
「
地
誌
」
に
類

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
節
で
は
、
類
書
や
仏
教
関
係
書
で
の
傾
向
を
探
っ
て
み
た
。
中

で

も
『
藝
文
類
聚
』
『
初
學
記
』
所
収
の
「
○
○
記
」
群
が
最
も
「
常

陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
の
あ
り
方
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
。
こ
れ
は
橋
本
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
。
内
容
的
に
「
地
誌
」
と
思
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わ

れ

る
文
献
が
多
い
。
「
常
陸
国
風
土
記
」
も
唐
の
初
頭
頃
に
数
多
く

存
在

し
て
い
k
J
　
F
O
O
記
」
群
の
表
現
方
法
を
学
ん
で
い
た
可
能
性
が

高
い
。
稿
者
は
、
そ
れ
ら
の
原
文
も
当
時
目
に
で
き
て
い
た
の
で
は
な

か

っ

た
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
仏
教
関
係
書
の
『
高
僧
傳
』
『
績
高
僧
傳
」
や
『
廣
弘
明
集
』

『
法
苑
珠
林
』
な
ど
に
も
土
地
や
建
物
の
伝
承
を
伝
え
る
「
古
老
相
伝
」

が
多
い
。
た
だ
起
源
讃
的
な
表
現
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
「
古
老
」
の
表
現
は
、
正
史
の

本
文
よ
う
な
正
式
文
献
か
ら
得
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
『
括
地
志
』
や

多
数
あ
っ
た
「
○
○
記
」
群
な
ど
の
「
地
誌
」
的
な
文
献
か
ら
導
か
れ

た

の

だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
六
朝
頃
に
生
ま
れ
た
表
現
で
は
あ
る
が
、

正
史
の
注
や
『
藝
文
類
聚
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
唐
の
初
頭
頃
に
多

く
見
ら
れ
た
表
現
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
『
初
學
記
』
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
「
父
老
」
が
r
相
伝
」
す
る
用
例
も
増
え
て
く
る
。

　

ま
た
、
「
○
○
記
」
は
、
地
方
を
記
録
す
る
文
献
が
多
い
。
国
は
違

え

ど
、
や
は
り
地
方
の
風
土
を
文
献
化
す
る
の
に
、
口
伝
や
口
承
を
文

字
化
す

る
段
階
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
唐
の
初
頭
頃
に
は
、

そ
の
際
の
表
現
の
類
型
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
常
陸
国
風
土

記
」
の
著
者
は
、
従
来
説
通
り
、
漢
文
に
精
通
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
類

型

を
熟
知
し
て
選
び
取
っ
た
表
現
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

〈注
〉※

本
稿
は
、
成
城
大
学
教
授
・
山
田
直
巳
氏
の
御
指
導
に
よ
る
「
常
陸
国
風

　

土

記
」
研
究
会
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
調
査
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

途

中
、
山
田
氏
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た

　
い
o

※

本
稿
で

は
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」

　

の

検
索
結
果

を
多
く
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
各
部
分
そ
れ
ぞ
れ

　

に

注
は
加
え
な
か
っ
た
。

※

注

と
し
て
あ
げ
な
い
本
文
に
関
し
て
、
『
風
土
記
』
は
新
編
日
本
古
典
文

　

学
全
集

『
風
土

記
』
（
小
学
館
）
を
用
い
た
。
『
水
経
注
』
は
、
『
水
経
注

　

疏
』
上
・
中
・
下
巻
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
）
、
正
史
は
全
て
中
華
書
局
本
、

　

類
書

は
『
藝
文
類
聚
』
（
中
文
出
版
）
・
『
初
學
記
』
（
中
文
出
版
）
、
仏
教

　

周
辺
書
は
『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
（
大
正
新
脩
大
藏
経
刊
行
會
）
を
用
い

　
た
。

※

中
国
の
文
献
の
引
用
本
文
の
括
弧
に
付
せ
ら
れ
る
「
‥
」
の
記
号
は
全
て

　

省
略
し
た
。

（
1
）
　
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
・
日
本
古
典

　
　
文
学
新
大
系
『
続
日
本
紀
』
｝
（
岩
波
書
店
）

（
2
）
　
山
田
直
巳
「
規
範
と
し
て
の
r
古
老
」
i
事
物
起
源
考
（
四
）
　
－
」

　
　
『
国
文
学
ノ
ー
ト
』
第
二
一
巻

（
3
）
　
折
口
信
夫
「
風
土
記
の
古
代
生
活
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
八
巻

　
　
（
中
央
公
論
社
）

（
4
）
　
小
島
憲
之
『
日
本
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
（
塙
書
房
）

（
5
）
　
神
尾
登
喜
子
「
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考
ー
「
古
老
相

　
　
伝
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
同
志
社
国
文
』
第
三
三
巻

（
6
）
　
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）

（
7
）
　
小
泉
道
「
古
代
伝
承
の
用
語
ー
「
（
相
）
伝
」
「
古
老
」
な
ど
」
『
説
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話
論
集
　
第
六
集
　
上
代
の
伝
承
と
そ
の
表
現
』
（
清
文
堂
出
版
）

（
8
）
　
『
尚
書
正
義
』
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
會
（
北
京
大
學
出
版
社
）

（
9
）
　
石
川
忠
久
・
新
釈
漢
文
大
系
『
詩
経
』
中
（
明
治
書
院
）

（
1
0
）
　
『
史
記
索
隠
』
所
引
「
廣
州
記
」
に
も
「
貧
泉
」
の
内
容
あ
り
。

（
1
）
　
（
A
）
　
r
槙
」
は
「
損
」
の
誤
り
だ
と
さ
れ
る
。
（
C
）
「
荊
州
圖
副
」

　
　
は
「
副
」
が
抜
け
た
本
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
橋
本
雅
之
「
古
風
土
記
が
め
ざ
し
た
も
の
ー
「
古
老
相
伝
」
を
手
が

　
　
か
り
と
し
て
」
『
上
代
語
と
表
記
』
（
お
う
ふ
う
）

（
1
3
）
　
矢
木
沢
元
『
遊
仙
窟
全
講
』
（
明
治
書
院
）
（
『
遊
仙
窟
』
の
上
代
に

　
　
お
け
る
影
響
関
係
に
関
し
て
は
前
掲
（
4
）
に
詳
し
い
）

（
1
4
）
　
（
L
）
・
（
M
）
・
（
N
）
の
『
高
僧
傳
』
に
関
し
て
は
吉
川
忠
夫
・
船

　

　
山
徹
訳
『
高
僧
伝
』
四
（
岩
波
書
店
）
を
参
考
に
し
た
。
（
1
）
の

　
　
『
績
高
僧
傳
』
に
関
し
て
は
吉
村
誠
・
山
口
弘
江
訳
注
　
新
国
訳
大
蔵

　

　
経
・
中
国
撰
述
部
①
ー
3
〈
史
伝
部
V
『
続
高
僧
伝
』
1
（
大
蔵
経
出

　
　
版
）
を
参
考
に
し
た
。
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